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002 Tc.1 +02 Tc.1
W X 23.58 37.10 48.23日 37.48
SD 1.57 0.38 2.81 0.21
WT X 27.43♯‡ 37.60♯♯ 53.18日ささ 37.96●‡
SD 1.74 0.30 4.15 0.21
C X 29.49ささ 36.50 54.28日♯♯ 38.22日♯♯
SD 2.62 1.70 3.49 0.23
CT X 31.90‡♯ 36.86 57.99日ささ 38.22日♯♯
SD 2.43 1.36 4.86 0.31
WTvs.C N.S. N.S. N.S. p<0.05
WTvs.CT p<0.01 N.S. p<0.05 N.S.









































































Tcol X 0.75 0.78日 38.84●
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X 53.68 71.30日 53.34 51.60
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Fig.4 寒冷患露時の Shivering皇 (未発表)
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Fig.14 Changes offinger and palm skin temperatures for
HokkaidoandOkinawasubjects.
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とがわかる (8,Table4).また,このIBATは,運動 トレーニング の量や
強度によっても変化がないことも確認されている｡
(3) おわりに
以上,運動 トレー ニングによる耐寒性の増強っまり寒冷暴露時の熱産生促進
の機序についてまとめた｡運動トレー ニング,特に持久的トレーニングをする
ことで非ふるえ熱産生の冗進及びShivering熱産生は元進する可能性がある｡
非ふるえ熱産生の元進の中で,特に注目されるものは,糖基質を利用した非ふ
るえ熱産生に関与する Glucocorticid,Thyroxineの変動であり,詳細に検討
することが,今後の方向性となろう｡
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